
は
じ
め
に

　

本
居
宣
長
の
本
歌
取
歌
解
釈
に
つ
い
て
は
、
高
橋
俊
和
が
「
本
歌
の
詞
を
本
歌

の
中
の
意
味
・
情
を
含
ん
だ
も
の
と
し
て
採
用
す
る
と
い
う
本
歌
取
り
の
態
度
」（
１
）	

と
規
定
し
た
。
筆
者
は
こ
の
指
摘
を
受
け
継
ぐ
形
で
『
草
庵
集
玉
箒
』
及
び
『
美

濃
の
家
づ
と
』（
以
下
、『
美
濃
』）
を
対
象
に
宣
長
の
本
歌
取
歌
解
釈
の
よ
り
細

か
な
分
析
的
視
点
の
諸
相
を
次
の
よ
う
に
析
出
し
た
（
２
）。

（
Ａ
）	本
歌
の
詞
の
意
味
内
容
を
変
容
さ
せ
て
新
歌
に
利
用
す
る
本
歌
取

（
Ｂ
）	本
歌
と
同
一
の
歌
境
を
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え
る
本
歌
取

（
Ｃ
）	本
歌
の
詩
的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取

（
Ｄ
）	本
歌
に
応
和
す
る
本
歌
取

（
Ｅ
）	心
中
の
歌
境
を
詠
出
す
る
た
め
本
歌
の
詞
を
利
用
す
る
本
歌
取

（
Ｆ
）	本
歌
の
詞
を
同
系
統
の
別
の
詞
に
置
き
換
え
る
本
歌
取

（
Ｇ
）	本
歌
を
二
首
取
る
本
歌
取

（
Ｈ
）	縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取	

（
Ｉ
）	本
歌
の
趣
向
を
変
え
な
い
本
歌
取
／
本
歌
の
詩
句
と
変
わ
ら
な
い
本

	

歌
取

（
Ｊ
）	摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
特
に
石
原
正
明
『
尾
張
廼
家
苞
』（
以
下
『
尾
張
』）
に

お
け
る
本
歌
取
解
釈
を
、
寺
島
恒
世
の
「
本
歌
取
は
詞
を
と
る
技
法
で
あ
り
、
そ

れ
以
上
の
複
雑
な
技
巧
は
否
定
さ
れ
る
」（
３
）
と
い
う
宣
長
と
は
相
対
立
す
る
性

格
規
定
を
参
照
し
「
詞
を
取
る
本
歌
取
」
と
し
た
う
え
で
、
宣
長
の
本
歌
取
歌
解

釈
の
傾
向
性
を
「
心
を
取
る
本
歌
取
」
と
規
定
し
た
。
ま
た
（
Ｈ
）
縁
語
的
連
想

に
よ
る
本
歌
取
を
析
出
し
た
こ
と
か
ら
、
野
口
武
彦
・
渡
部
泰
明
ら
（
４
）
に
指
摘

さ
れ
て
き
た
宣
長
に
お
け
る
縁
語
を
通
じ
た
詞
の
秩
序
の
重
視
を
、
本
歌
取
歌
解

釈
の
実
践
の
中
で
再
度
、
指
摘
し
た
（
５
）。

　

本
稿
で
は
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
宣
長
手
沢
本
『
新

古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
書
入
（
以
下
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」）
本
歌
と
、『
美
濃
』

に
お
け
る
本
歌
取
歌
へ
の
評
釈
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
本
歌
の
異
同
に
つ
い
て
の

定
量
的
な
分
析
か
ら
始
め
て
、
宣
長
に
よ
る
本
歌
の
選
定
と
、
本
歌
取
歌
解
釈
に

お
け
る
意
味
内
容
の
読
み
込
み
、
及
び
修
辞
表
現
に
関
す
る
態
度
の
傾
向
性
を
定

性
的
に
分
析
す
る
。

　

第
一
節　

本
歌
認
定
の
定
量
分
析
に
よ
る
傾
向
性

　

ま
ず
は
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
と
『
美
濃
』
と
の
本
歌
認
定
の
関
係
に
つ
い
て

定
量
的
な
事
実
を
確
認
し
て
お
く
。

　
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
つ
い
て
は
、『
美
濃
』
に
お
い
て
本
歌
取
と
し
て
解
釈
さ
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宣
長
の
新
古
今
集
注
釈
に
お
け
る
本
歌
認
定

―
―	

手
沢
本
『
新
古
今
和
歌
集
』
書
入
と
『
美
濃
の
家
づ
と
』
の
相
違
に
着
目
し
て藤

井
嘉
章

キ
ー
ワ
ー
ド
：
本
居
宣
長
、
新
古
今
和
歌
集
、
本
歌
取
、
手
沢
本
、
美
濃
の
家
づ
と



れ
る
新
古
今
歌
一
七
二
首
に
対
す
る
書
入
を
翻
刻
し
、
そ
の
際
、「
宣
長
手
沢
本

書
入
」
の
大
部
分
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
へ
の
契
沖
に
よ
る
書
入
（
以
下
、「
契

沖
書
入
」）
の
引
き
写
し
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
一
定
数
に
お
い
て
「
契
沖
書
入
」

の
内
容
と
一
致
し
な
い
こ
と
、
及
び
『
美
濃
』
に
お
け
る
本
歌
認
定
と
も
一
定
数

が
一
致
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（
６
）。
そ
れ
ゆ
え
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」

と
『
美
濃
』
に
お
け
る
本
歌
の
異
同
の
分
析
を
、
事
前
に
析
出
し
た
本
歌
取
歌
解

釈
の
分
析
的
視
点
を
通
じ
て
行
う
こ
と
で
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
か
ら
『
美
濃
』

に
お
い
て
本
歌
認
定
の
変
更
が
行
わ
れ
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な
分
析
的
視
点
が
採

用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

田
中
康
二
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
（
７
）、『
美
濃
』
は
、
東
常
縁
『
新
古
今
集

聞
書
』（
以
下
、『
聞
書
』）・
細
川
幽
斎
『
増
補
新
古
今
集
聞
書
』（
以
下
、『
増
補

聞
書
』）
の
古
注
、加
藤
磐
斎
『
新
古
今
増
抄
』（
以
下
、『
増
抄
』）・
北
村
季
吟
『
八

代
集
抄
』
の
旧
注
、
及
び
「
契
沖
書
入
」
の
新
注
を
批
判
的
に
受
容
し
て
自
ら
の

評
釈
を
記
述
し
て
い
る
が
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
は
先
に
述
べ
た
通
り
、「
契
沖

書
入
」
の
影
響
が
最
も
強
い
。

　

こ
の
事
実
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
の
分
析
の
対
象
を
明
確
化
す
る
。『
美
濃
』

は
『
新
古
今
和
歌
集
』
か
ら
六
九
六
首
を
抄
出
し
評
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
内
、
本
歌
取
歌
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
新
古
今
歌
は
一
七
二
首
を
数
え
上

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
中
か
ら「
宣
長
手
沢
本
書
入
」・「
契
沖
書
入
」・『
美
濃
』

に
お
け
る
本
歌
の
指
摘
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
組
み
合
わ
せ
の
中
に
一
つ
で
も
異

な
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
基
準
を
設
け
る
と
、
計
七
〇
首
の
新
古
今
歌
を
抽
出
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
本
稿
で
の
主
要
な
分
析
の
対
象
と
す
る
。
当
該
七
〇
首

の
内
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
と
『
美
濃
』
の
評
釈
と
の
本
歌
が
一
致
し
な
い
も

の
は
五
七
首
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
と
「
契
沖
書
入
」
と
が
一
致
し
な
い
も
の

は
二
九
首
を
数
え
る
。
そ
の
重
複
は
十
六
首
で
あ
る
。

　

分
析
の
対
象
と
し
た
新
古
今
歌
七
〇
首
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
「
宣
長
手
沢

本
書
入
」、「
契
沖
書
入
」、『
美
濃
』
に
お
け
る
言
及
さ
れ
た
先
行
歌
を
『
新
編
国

歌
大
観
』
の
歌
番
号
に
基
づ
い
て
次
表
で
示
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
先
行
歌
に
対

し
て
東
常
縁
『
聞
書
』、
細
川
幽
斎
『
増
補
聞
書
』、
加
藤
磐
斎
『
増
抄
』、
北
村

季
吟
『
八
代
集
抄
』
に
お
け
る
言
及
の
有
無
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
常
」「
幽
」「
磐
」

「
季
」
の
略
記
号
で
示
し
た
。「『
美
濃
』
分
析
視
点
」
の
欄
に
掲
載
し
た
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
は
前
掲
の
本
歌
取
歌
解
釈
の
分
析
的
視
点
の
記
号
に
従
う
。「
Ｂ
→
Ｃ
Ｊ
」

の
よ
う
な
表
記
は
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
の
段
階
で
は
「
Ｂ
」
だ
と
解
釈
さ
れ

る
も
の
が
、『
美
濃
』
に
お
い
て
「
Ｃ
Ｊ
」
へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
示
す
。
分
析

的
視
点
の
判
断
は
筆
者
。
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以
上
に
一
覧
し
た
七
〇
首
の
う
ち
『
美
濃
』
に
お
い
て
本
歌
取
解
釈
に
つ
い
て

の
言
及
を
見
出
せ
な
い
も
の
を
除
き
、
前
掲
の
本
歌
取
歌
解
釈
の
分
析
的
視
点
に

沿
っ
て
『
美
濃
』
に
お
け
る
本
歌
取
歌
解
釈
を
数
量
順
に
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

（
Ｃ
）
十
六
首

（
Ｂ
）
十
三
首

（
Ｈ
）
十
一
首

（
Ｇ
）
十
首

（
Ｊ
）
十
首

（
Ａ
）
六
首

（
Ｉ
）
二
首

（
Ｆ
）
一
首

（
Ｄ
）
〇
首

（
Ｅ
）
〇
首

　
（
Ｂ
）「
本
歌
と
同
一
の
歌
境
を
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え
る
本
歌
取
」
に
比
べ
て

（
Ｃ
）「
本
歌
の
詩
的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
」
の
解
釈
が
若

干
で
は
あ
る
が
数
的
に
上
回
っ
て
い
る
点
、
及
び
次
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
よ
う

に
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
か
ら
『
美
濃
』
に
至
る
過
程
で
（
Ｂ
）
か
ら
（
Ｃ
）
へ

解
釈
が
変
更
さ
れ
た
と
み
な
せ
る
歌
が
三
首
見
出
せ
る
こ
と
は
、
宣
長
が
本
歌
取

歌
を
本
歌
の
詩
的
世
界
を
新
歌
に
も
積
極
的
に
読
み
込
ん
で
解
釈
す
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
（
Ｇ
）「
本
歌
を
二
首
取
る
本
歌
取
」
は
形
式
的

な
基
準
で
あ
り
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
除
外
す
る
と
、
相
対
的
に
優
位
な
数
量
を

示
し
て
い
る
（
Ｈ
）「
縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取
」
十
一
首
、
及
び
（
Ｊ
）「
摂

取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
」
十
首
と
い
う
結
果
か
ら
『
美

濃
』
に
お
い
て
、
以
上
の
二
つ
の
視
点
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と

が
出
来
る
。

　

以
上
の
定
量
的
な
分
析
結
果
を
前
提
と
し
た
上
で
、
次
節
以
降
は
「
宣
長
手
沢

本
書
入
」
と
『
美
濃
』
と
の
本
歌
認
定
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
新
古
今
歌
評
釈
の

定
性
的
な
分
析
に
移
る
。
先
に
示
し
た
定
量
的
有
意
性
に
鑑
み
て
、
第
二
節
で
は

「
心
を
取
る
本
歌
取
」
を
代
表
す
る
（
Ｃ
）
本
歌
の
詩
的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展

開
を
加
え
る
本
歌
取
と
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌

取
の
視
点
か
ら
分
析
で
き
る
『
美
濃
』
の
評
釈
を
対
象
と
し
、
第
三
節
で
は
縁
語

に
関
す
る
（
Ｈ
）「
縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取
」
の
視
点
か
ら
分
析
で
き
る
『
美

濃
』
の
評
釈
を
対
象
と
す
る
。
第
四
節
で
は
そ
の
他
、
定
量
的
な
有
意
は
な
い
も

の
の
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
と
い
う
資
料
を
介
す
る
こ
と
で
宣
長
の
本
歌
取
歌

解
釈
の
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
個
別
の
評
釈
に
つ
い
て

の
分
析
を
行
う
。

第
二
節　
「
心
を
取
る
本
歌
取
」
へ
の
傾
向

　
『
美
濃
』
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
宣
長
の
本
歌
取
歌
解
釈
の
特
徴
が
、
石
原
正

明
『
尾
張
』
の
解
釈
と
の
対
比
に
お
い
て
「
心
を
取
る
本
歌
取
」
に
あ
る
こ
と
を

先
に
述
べ
た
。
本
節
で
は
、
そ
の
「
心
を
取
る
本
歌
取
」
を
代
表
す
る
（
Ｃ
）
本

歌
の
詩
的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
と
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い

な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
が
、
宣
長
の
本
歌
取
歌
解
釈
に
お
い
て
好
ま

れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
と
『
美
濃
』
と
の
本
歌
認
定

の
相
違
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、新
古
今
四
七
八
番
歌
（
秋
下
・

藤
原
良
経
）
を
参
照
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

和
歌
所
歌
合
に
月
下
擣
衣

里
は
あ
れ
て
月
や
あ
ら
ぬ
と
恨
み
て
も
た
れ
淺
ぢ
ふ
に
衣
う
つ
ら
ん

い
と
め
で
た
し
、
詞
も
い
と
め
で
た
し
、
二
の
句
は
、
か
の
〽
春
や
昔

の
春
な
ら
ぬ
云
々	

の
歌
の
意
に
て
、昔
を
忍
ぶ
よ
し
也
、三
の
句
て8

も8

は
、

常
の
て
も
と
は
意
異
に
し
て
、
も8

は
軽
く
そ
へ
た
る
詞
に
て
、
只
恨
み
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て
と
い
ふ
こ
と
也
、
此
格
の
も8

も
じ
、
例
有
こ
と
な
り
、
然
る
を
恨
み

な
が
ら
も
と
い
ふ
意
に
注
し
た
る
は
、
い
み
し
き
ひ
が
こ
と
な
り
、
一

首
の
意
は
、
里
は
あ
れ
て
、
浅
茅
生
に
な
り
た
る
宿
に
、
月
夜
に
き
ぬ

た
の
音
の
す
る
を
聞
て
、
誰
な
ら
ん
、
さ
ぞ
月
や
あ
ら
ぬ
云
々
、
と
恨

み
て
ぞ
う
つ
ら
ん
と
、
あ
は
れ
に
思
へ
る
な
り
、

　

こ
の
良
経
詠
に
対
し
て
、『
美
濃
』で
は
古
今
七
四
七
番
歌
を
本
歌
と
し
て
お
り
、

伝
統
的
な
注
釈
、
並
び
に
現
代
の
代
表
的
な
注
釈
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
一
方

で
「
契
沖
書
入
」
で
は
古
今
七
四
七
番
歌
と
共
に
古
今
二
四
八
番
歌
が
掲
げ
ら
れ

て
お
り
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
今
両
首
を
挙
げ
る
。

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身
一
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

（
古
今
・
恋
五
・
在
原
業
平
・
七
四
七
）

里
は
あ
れ
て
人
は
ふ
り
に
し
宿
な
れ
や
庭
も
ま
が
き
も
秋
の
野
ら
な
る

（
古
今
・
秋
上
・
遍
照
・
二
四
八
）

　
「
契
沖
書
入
」・「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
が
言
及
す
る
古
今
二
四
八
番
歌
は
、
里

は
あ
れ
、
そ
の
宿
に
住
ん
で
い
る
者
も
年
老
い
て
、
宿
は
野
の
よ
う
に
な
っ
た
、

と
い
う
趣
意
を
持
つ
。
古
今
二
四
八
番
歌
を
本
歌
と
す
れ
ば
、「
里
は
あ
れ
て
」

と
い
う
同
一
の
歌
境
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
新
歌
で
は
男
に
打
ち
捨
て
ら
れ
た
女

が
衣
を
擣
つ
と
い
う
悲
哀
が
主
想
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

古
今
二
四
八
番
歌
を
本
歌
と
考
え
る
「
契
沖
書
入
」、
及
び
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」

の
段
階
で
は
、
良
経
詠
を
（
Ｂ
）
本
歌
と
同
一
の
歌
境
を
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え

る
本
歌
取
の
視
点
か
ら
、
本
歌
と
新
歌
を
関
係
づ
け
る
よ
う
な
解
釈
が
あ
り
得
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
古
今
七
四
七
番
歌
の
み
を
本
歌
と
し
て
い
る
『
美
濃
』
の
注
釈
に
従
う

な
ら
ば
、「
二
の
句
は
、
か
の
〽
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
云
々	

の
歌
の
意
に
て
、
昔
を

忍
ぶ
よ
し
也
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、当
該
本
歌
の
一
部
の
詞
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、

そ
の
歌
の
全
体
の
趣
意
を
新
歌
に
読
み
込
む
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
論

で
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
と
し
て
分
析
し
得

る
視
点
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
一
首
の
趣
意
と
し
て
「
里
は
あ
れ
て
、
浅
茅
生
に

な
り
た
る
宿
に
、
月
夜
に
き
ぬ
た
の
音
の
す
る
を
聞
て
、
誰
な
ら
ん
、
さ
ぞ
月
や

あ
ら
ぬ
云
々
、
と
恨
み
て
ぞ
う
つ
ら
ん
と
、
あ
は
れ
に
思
へ
る
な
り
」
と
述
べ
る

よ
う
に
、
男
に
打
ち
捨
て
ら
れ
た
女
が
荒
れ
た
故
郷
で
、
古
今
七
四
七
番
歌
を
呟

き
な
が
ら
、
砧
を
打
っ
て
い
る
様
が
主
想
と
さ
れ
て
い
る
。
作
中
の
登
場
人
物
が

本
歌
と
な
る
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
と
い
う
情
景
は
、
新
歌
の
詩
的
世
界
の
中
に

本
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
Ｃ
）
本
歌
の
詩

的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
と
し
て
の
解
釈
を
取
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
当
該
良
経
詠
に
お
け
る
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
か
ら
『
美
濃
』
へ
の

本
歌
認
定
の
相
違
を
通
し
て
う
か
が
え
る
こ
と
は
、（
Ｂ
）
本
歌
と
同
一
の
歌
境

を
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え
る
本
歌
取
と
し
て
の
良
経
詠
を
解
釈
す
る
方
向
性
を
示

し
て
い
る
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
に
対
し
て
、（
Ｃ
）
本
歌
の
詩
的
世
界
に
依
拠

し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
と
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み

込
む
本
歌
取
と
い
う
解
釈
を
『
美
濃
』
は
採
用
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

以
上
は
、
古
今
二
四
八
番
歌
と
古
今
七
四
七
番
歌
と
の
い
ず
れ
か
一
方
を
本
歌

と
し
た
場
合
に
見
て
取
れ
る
解
釈
の
態
度
変
更
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、「
宣
長
手

沢
本
書
入
」
に
は
古
今
七
四
七
番
歌
も
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
文
献
上
の
異
同

と
し
て
見
る
な
ら
ば
、『
美
濃
』
で
は
古
今
二
四
八
番
歌
が
削
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
で
当
該
新
古
今
歌
に
対
し
て
古
今
七
四
七
番
歌
の
み
を
本
歌
と

し
て
考
え
る
東
常
縁
『
聞
書
』
に
次
の
よ
う
な
注
釈
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

波
線
は
筆
者
。

月
や
あ
ら
ぬ
と
は
彼
中
将
の
西
の
台
に
て
后
の
住
給
は
ぬ
ま
た
の
年
の
春
思

ひ
出
て
行
て
み
れ
ば
、
む
か
し
に
も
似
ず
あ
れ
は
て
ゝ
侍
る
に
月
独
何
心
な

― 71 ―



く
す
め
る
を
見
て
、
月
や
あ
ら
ぬ
と
読
る
心
を
此
茅
屋
に
思
合
て
あ
れ
た
る

里
と
は
う
ら
み
な
が
ら
、
又
行
べ
き
か
た
も
侍
ら
ず
残
り
ゐ
て
衣
を
う
ち
た

る
心
か
す
か
に
あ
は
れ
な
る
哥
な
り
。
秋
の
よ
の
い
ね
が
て
な
る
月
に
む
か

ひ
ゐ
た
る
折
し
も
か
な
し
く
砧
の
音
の
す
め
る
を
聞
て
、
西
台
の
事
を
思
ひ

出
給
ひ
し
御
心
お
そ
ろ
し
き
事
な
り
。
姿
詞
長
高
く
感
情
か
ぎ
り
な
き
御
哥

也
。

波
線
を
付
し
た
箇
所
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
古
今
七
四
七
番
歌
（『
美
濃
』

の
本
歌
）に「
荒
れ
果
て
た
」と
い
う
歌
境
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
歌
境
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
良
経
詠
で
は
衣
を
打
つ
女
の
あ
わ
れ
さ
が
詠
ま
れ

て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
常
縁
の
解
釈
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、「
里
は
あ
れ
て
」

と
い
う
趣
意
を
喚
起
す
る
の
に
古
今
二
四
八
番
歌（「
宣
長
手
沢
本
書
入
」の
本
歌
）

を
引
く
必
要
は
な
く
、
古
今
七
四
七
番
歌
に
そ
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
当
該
良
経
詠
に
関
し
て
宣
長
が
『
聞
書
』
の
解
釈
を
ど
こ
ま
で
参
考

に
し
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
『
聞
書
』
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
古
今

七
四
七
番
歌
か
ら
「
里
は
荒
れ
て
」
の
趣
意
を
引
き
出
し
、
詞
の
上
で
も
摂
取
し

て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
な
ら
ば
、
良
経
詠
「
里
は
あ
れ
て
月
や
あ

ら
ぬ
と
恨
み
て
も
た
れ
淺
ぢ
ふ
に
衣
う
つ
ら
ん
」
は
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い

本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
色
彩
が
よ
り
濃
く
な
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

続
い
て
新
古
今
一
二
七
七
番
歌
（
恋
四
・
藤
原
有
家
）
に
関
す
る
本
歌
認
定
の

異
同
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

千
五
百
番
歌
合
に

忘
れ
じ
と
い
ひ
し
ば
か
り
の
名
残
と
て
そ
の
夜
の
月
は
め
ぐ
り
き
に
け
り

め
で
た
し
、
〽
わ
す
る
な
よ
程
は
雲
井
に
云
々
、
此
本
歌
の
初
句
も
、

わ
す
る
な
よ
我
も
忘
れ
じ
と
、
た
が
ひ
に
い
へ
る
意
こ
も
り
た
れ
ば
、

そ
れ
を
と
り
て
、
わ
す
れ
じ
と
と
い
ひ
て
も
、
た
が
へ
る
こ
と
な
し
、

二
の
句
の
ば
か
り
は
、
月
の
所
へ
も
ひ
ゞ
き
て
、
お
の
づ
か
ら
そ
の
夜

の
月
ば
か
り
は
と
い
ふ
意
に
聞
ゆ
、

『
美
濃
』
で
は
拾
遺
四
七
〇
番
歌
を
本
歌
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
ち

ら
の
本
歌
取
解
釈
か
ら
検
討
し
よ
う
。

わ
す
る
な
よ
程
は
雲
井
に
成
ぬ
と
も
空
行
月
の
廻
あ
ふ
ま
で

（
拾
遺
・
雑
上
・
読
み
人
知
ら
ず
・
四
七
〇
）

　

有
家
詠
に
つ
い
て
、
本
歌
と
す
る
拾
遺
歌
の
初
句
「
わ
す
る
な
よ
」
が
新
歌
で

は
「
忘
れ
じ
と
」
と
取
り
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
初
句
の
取
り
な
し
に
つ
い
て
宣

長
は
、本
歌
の
初
句「
わ
す
る
な
よ
」に「
わ
す
る
な
よ
我
も
忘
れ
じ
」と
い
う「
た

が
ひ
に
い
へ
る
意
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
有
家
詠
で
本
歌
初

句
を
「
忘
れ
じ
と
」
と
詠
み
か
え
た
と
し
て
も
そ
の
一
言
に
、「
わ
す
る
な
よ
我

も
忘
れ
じ
」
と
い
う
作
中
主
体
の
相
手
へ
の
願
望
と
自
ら
の
決
意
と
い
う
趣
意
が

同
様
に
含
ま
れ
て
い
る
と
宣
長
は
見
る
の
で
あ
る
（
８
）。
宣
長
が
「
此
本
歌
の
初

句
も
、
わ
す
る
な
よ
我
も
忘
れ
じ
と
、
た
が
ひ
に
い
へ
る
意
こ
も
り
た
れ
ば
、
そ

れ
を
と
り
て
、
わ
す
れ
じ
と
と
い
ひ
て
も
、
た
が
へ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
の
は
、

そ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
明
確
に
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て

い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
注
釈
の
後
半
部
で
は
「
二
の
句
の
ば
か
り
は
、
月
の
所
へ
も
ひ
ゞ
き

て
、
お
の
づ
か
ら
そ
の
夜
の
月
ば
か
り
は
と
い
ふ
意
に
聞
ゆ
」
と
述
べ
る
。
本
歌

で
は
「
空
行
月
の
廻
あ
ふ
」
よ
う
に
二
人
も
ま
た
再
び
め
ぐ
り
逢
う
こ
と
が
願
わ

れ
て
い
た
が
、
新
歌
で
は
「
そ
の
夜
の
月
ば
か
り
」
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
で
、
す

な
わ
ち
相
手
は
訪
れ
ず
、
月
だ
け
が
巡
っ
て
き
た
も
の
と
さ
れ
る
。
本
歌
の
詩
的

世
界
に
お
い
て
願
望
さ
れ
た
相
手
の
訪
れ
が
、
新
歌
で
は
叶
わ
な
か
っ
た
と
い
う

趣
意
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、（
Ｃ
）
本
歌
の
詩
的
世
界

に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
と
い
う
視
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
『
美
濃
』
に
お
い
て
新
古
今
一
二
七
七
番
の
有
家
詠
は
、（
Ｊ
）
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摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
に
基
づ
く
（
Ｃ
）
本
歌
の
詩

的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
の
段
階
で
は
本
歌
は
ど
う
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
で
は
「
契
沖
書
入
」
同
様
に
、
古
今

六
九
一
番
の
素
性
歌
が
本
歌
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
該
当
歌
を
掲
げ
る
。

い
ま
こ
む
と
い
ひ
し
許
に
長
月
の
あ
り
あ
け
の
月
を
ま
ち
い
で
つ
る
哉

（
古
今
・
恋
四
・
素
性
・
六
九
一
）

こ
の
本
歌
の
認
定
は
『
美
濃
』
に
先
立
つ
先
行
注
に
お
い
て
は
一
般
的
で
あ
っ
た

も
の
で
、
磐
斎
『
増
抄
』
で
は

増
抄
、
是
も
素
性
が
い
ま
こ
む
と
の
歌
を
お
も
へ
る
に
や
。
わ
す
れ
ず
い
ま

こ
む
と
い
ひ
し
は
、
偽
に
て
き
も
せ
ず
、
そ
の
よ
の
な
ご
り
に
は
月
ば
か
り
、

そ
の
ご
と
く
に
め
ぐ
り
き
に
け
り
と
也
。

と
あ
り
、
季
吟
の
『
八
代
集
抄
』
も
同
様
に
素
性
歌
を
本
歌
と
考
え
る
。

是
も
、〽
今
こ
ん
と
い
ひ
し
斗
の
哥
を
用
て
な
り
。
忘
れ
じ
と
い
ひ
し
斗
に
、

其
名
残
と
て
其
逢
契
り
し
夜
の
月
ば
か
り
は
め
ぐ
り
き
て
、
其
人
は
影
も
な

き
よ
し
な
る
べ
し
。

　

本
歌
取
歌
と
し
て
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、
磐
斎
と
季
吟
と
は
同
様
の
見
解
を
示

し
て
い
る
と
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。
磐
斎
は
、
本
歌
で
詠
ま
れ
た
「
忘
れ
ず
に
す

ぐ
に
行
こ
う
」
と
言
っ
た
の
は
偽
り
で
、
来
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
約
束
を
交
わ

し
た
夜
の
名
残
と
し
て
の
月
だ
け
が
、
そ
の
時
と
同
じ
よ
う
に
巡
っ
て
き
た
、
と

す
る
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
季
吟
も
、「
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
た

言
葉
だ
け
で
、
そ
の
名
残
と
し
て
会
う
こ
と
を
約
束
し
た
夜
の
月
だ
け
が
巡
り
来

て
、
約
束
し
た
人
は
影
も
な
い
、
と
自
身
の
解
釈
を
述
べ
る
。
両
解
釈
共
に
本
歌

で
約
束
を
交
わ
し
た
と
い
う
詩
的
世
界
を
前
提
に
し
て
、
新
歌
で
は
そ
の
約
束
が

果
た
さ
れ
な
い
ま
ま
男
は
訪
れ
ず
、
そ
の
夜
の
月
だ
け
が
巡
っ
て
き
た
と
い
う
解

釈
で
あ
り
、（
Ｃ
）
本
歌
の
詩
的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
と

い
う
視
点
か
ら
の
解
釈
で
あ
り
、
こ
の
点
は
『
美
濃
』
の
よ
う
に
拾
遺
四
七
〇
番

歌
を
（
Ｃ
）
本
歌
の
詩
的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
と
考
え
た

も
の
と
変
わ
ら
な
い
。

　

そ
の
上
で
、
磐
斎
と
季
吟
と
で
異
な
る
解
釈
上
の
対
立
点
は
、（
Ｊ
）
摂
取
さ

れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
の
視
点
を
取
る
か
否
か
で
あ
る
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
磐
斎
は
「
わ
す
れ
ず
い
ま
こ
む
と
い
ひ
し
は
」
と
述
べ
、

素
性
歌
か
ら
有
家
歌
に
お
い
て
直
接
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
「
い
ま
こ
む
と
」
と
い

う
意
味
内
容
を
積
極
的
に
読
み
込
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
季
吟
は
「
忘
れ
じ
と
い

ひ
し
斗
に
」
と
述
べ
新
古
今
歌
の
詞
つ
づ
き
に
そ
の
ま
ま
沿
っ
た
記
述
を
し
て
お

り
、「
い
ま
こ
む
と
」
を
有
家
歌
の
意
味
内
容
を
記
述
す
る
詞
と
し
て
は
用
い
て

い
な
い
。
解
釈
の
傾
向
と
し
て
は
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み

込
む
本
歌
取
と
い
う
観
点
を
持
つ
磐
斎
『
増
抄
』
の
方
が
宣
長
の
解
釈
に
近
い
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
相
違
点
こ
そ
が
宣
長
の
本
歌
取
歌
解
釈
に
お
い
て
は
重

要
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

新
古
今
歌
の
本
歌
取
歌
解
釈
一
般
に
お
い
て
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌

の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
と
い
う
視
点
を
取
る
か
否
か
で
宣
長
の
解
釈
は
、「
詞

を
取
る
本
歌
取
」
と
し
て
規
定
し
た
正
明
の
本
歌
取
解
釈
と
明
確
な
対
立
を
示
し

て
い
た
。
い
ま
有
家
歌
に
対
す
る
『
尾
張
』
の
注
釈
を
見
る
と
、本
歌
を
『
美
濃
』

と
同
様
に
拾
遺
四
七
〇
番
歌
と
し
た
上
で
、
宣
長
の
注
釈
の
前
半
部
に
対
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
歌
は
か
や
う
に
む
つ
か
し
く
取
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
忘
る
と
い
ひ
、
月
と
い

ひ
、
め
ぐ
り
と
い
ふ
が
、
本
哥
の
詞
な
り
。
さ
て
忘
る
な
よ
を
わ
す
れ
じ
と

よ
め
る
は
、
一
首
の
活
用
に
て
、
い
か
や
う
に
も
取
な
す
也
。
一
首
の
意
は
、

月
を
見
て
忘
れ
じ
と
い
ひ
し
事
の
あ
る
、
其
な
ご
り
な
り
と
て
、
か
の
契
し

夜
の
月
が
め
ぐ
り
来
た
る
事
よ
と
な
り
。
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正
明
は
宣
長
の
本
歌
取
歌
解
釈
に
つ
い
て
「
本
歌
は
か
や
う
に
む
つ
か
し
く
取

も
の
ニ
あ
ら
ず
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
解
釈
を
屈
折
し
た
も
の
に
過
ぎ
る
と

い
う
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
一
首
全
体
の
趣
意
と
し
て
は
季
吟
に
近
い
解
釈
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
さ
ら
に
着
目
し
た
い

の
は
、「
さ
て
忘
る
な
よ
を
わ
す
れ
じ
と
よ
め
る
は
、
一
首
の
活
用
に
て
、
い
か

や
う
に
も
取
な
す
也
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
宣
長
は
拾
遺
四
七
〇
番
歌
を

本
歌
と
し
て
「
忘
れ
じ
」
と
い
う
詞
を
導
き
出
す
た
め
に
、初
句
「
わ
す
る
な
よ
」

に
「
わ
す
る
な
よ
我
も
忘
れ
じ
」
と
い
う
「
た
が
ひ
に
い
へ
る
意
」
が
含
ま
れ
て

い
る
と
い
う
理
路
を
わ
ざ
わ
ざ
設
定
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
理
路
を
迂
遠
だ
と
す

る
の
が
正
明
の
見
解
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
正
明
に
と
っ

て
有
家
詠
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
忘
れ
じ
」
と
い
う
詞
は
本
歌
「
忘
る
」
の
「
活
用
」

で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
見
解
の
対
立
が
、
よ
り
一
層
、
宣
長
に
と
っ
て
（
Ｊ
）

摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
と
い
う
本
歌
取
歌
解
釈
の
視

点
が
特
異
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
で
は
季
吟
か
ら
磐
斎
へ
（
９
）、
そ
し
て
『
美
濃
』
へ

と
至
る
本
歌
取
歌
解
釈
と
本
歌
認
定
の
異
同
が
、
い
か
な
る
推
移
を
辿
っ
た
の
か

を
考
え
て
み
た
い
。
古
今
六
九
一
番
歌
を
本
歌
と
す
る
季
吟
は
（
Ｃ
）
本
歌
の
詩

的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
と
い
う
視
点
の
み
を
読
み
込
む
一

方
で
、
同
じ
く
古
今
六
九
一
番
歌
を
本
歌
と
す
る
磐
斎
は
そ
こ
に
加
え
て
（
Ｊ
）

摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い

た
。
拾
遺
四
七
〇
番
歌
を
本
歌
と
す
る
『
美
濃
』
は
結
果
的
に
（
Ｃ
）
と
（
Ｊ
）

の
視
点
か
ら
本
歌
を
解
釈
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
磐
斎
的
な
読
み
方
と

し
て
古
今
六
九
一
番
歌
を
本
歌
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

再
び
磐
斎
『
増
抄
』
を
見
て
み
よ
う
。

増
抄
、
是
も
素
性
が
い
ま
こ
む
と
の
歌
を
お
も
へ
る
に
や
。
わ
す
れ
ず
い
ま

こ
む
と
い
ひ
し
は
、
偽
に
て
き
も
せ
ず
、
そ
の
よ
の
な
ご
り
に
は
月
ば
か
り
、

そ
の
ご
と
く
に
め
ぐ
り
き
に
け
り
と
也
。

波
線
を
付
し
た
「
わ
す
れ
ず
」
は
磐
斎
が
本
歌
と
す
る
古
今
六
九
一
番
歌
に
は
詞

と
し
て
は
現
れ
な
い
も
の
で
、
有
家
歌
の
詞
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詞
の

由
来
を
強
調
し
た
の
が
拾
遺
歌
を
本
歌
と
す
る
『
美
濃
』
の
解
釈
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
宣
長
の
解
釈
と
し
て
は
「
忘
る
な
よ
」
と
い
う
詞
の

中
に
、「
わ
す
る
な
よ
我
も
忘
れ
じ
」
と
い
う
作
中
主
体
の
心
中
で
の
詞
の
連
な

り
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
歌
の
「
忘
る

な
よ
」と
新
歌
の「
忘
れ
じ
と
」と
は
作
中
主
体
に
よ
る
一
連
な
り
の
表
現
で
あ
り
、

詠
み
出
さ
れ
た
和
歌
の
詞
の
表
面
に
は
表
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
し
内
容
と

し
て
は
含
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
表
現
（
そ
れ
は
も
は
や
「
表
に
現
れ

る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
も
の
だ
が
）
を
読
み
込
む
解
釈
に
こ
そ
（
Ｊ
）
摂
取

さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
と
い
う
分
析
視
点
を
持
ち
込
む
宣

長
本
歌
取
歌
解
釈
に
お
け
る
傾
向
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
の
傾

向
性
を
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
と
『
美
濃
』
の
本
歌
異
同
に
お
い
て
端
的
に
示
す

こ
と
の
で
き
る
例
が
新
古
今
四
九
三
番
歌
（
秋
下
・
源
通
光
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

河　

霧

明
ぼ
の
や
川
せ
の
波
の
た
か
せ
船
く
だ
す
か
人
の
そ
で
の
秋
霧

め
で
た
し
、
下
句
詞
め
で
た
し
、
二
三
の
句
は
、
船
を
く
だ
せ
ば
、
船

に
あ
た
る
波
の
音
の
高
き
を
い
ふ
、
人
の
袖
の
秋
霧
と
は
、
経
信
卿
母

の
歌
に
、
〽
明
ぬ
る
か
川
せ
の
霧
の
た
え
〴
〵
に
遠
方
人
の
袖
の
見
ゆ

る
は
、
と
あ
る
を
と
り
て
、
花
や
か
に
よ
み
な
せ
る
也
、
さ
れ
ば
此
句

は
、
袖
の
た
え
〴
〵
に
見
ゆ
る
意
な
る
を
、
其
詞
を
ば
、
本
歌
に
ゆ
づ

り
て
、
人
の
袖
の
と
い
ふ
詞
に
て
、
本
歌
を
思
は
せ
た
る
物
な
り
、
然

る
を
或
抄
に
、
袖
は
霧
に
か
く
れ
て
あ
る
と
い
ふ
こ
と
な
り
と
注
せ
る

は
、
い
と
を
さ
な
し
、
一
首
の
意
は
、
波
の
音
高
く
聞
え
、
又
霧
に
人
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の
袖
の
た
え
〴
〵
見
ゆ
る
に
つ
き
て
、
高
瀬
舟
を
く
だ
す
に
や
と
思
へ

る
さ
ま
な
り
、

『
美
濃
』
で
は
本
歌
を
後
拾
遺
歌
に
取
っ
て
い
る
。

あ
け
ぬ
る
か
か
は
せ
の
き
り
の
た
え
だ
え
に
を
ち
か
た
人
の
そ
で
の
み
ゆ
る

は	

（
後
拾
遺
・
秋
上
・
源
経
信
母
・
三
二
四
）

「
袖
の
た
え
〴
〵
に
見
ゆ
る
意
な
る
を
、
其
詞
を
ば
、
本
歌
に
ゆ
づ
り
て
」
と
い

う
評
釈
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込

む
本
歌
取
の
解
釈
の
視
点
を
明
瞭
に
示
す
注
釈
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
の
歌
に
関
し
て
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
で
は
「
契
沖
書
入
」
を
そ
の
ま

ま
引
き
写
し
、『
夫
木
和
歌
抄
』
掲
載
歌
二
首
を
記
す
に
止
ま
る
。
ま
た
先
行
注

に
お
い
て
も
『
美
濃
』
で
引
か
れ
て
い
る
よ
う
な
後
拾
遺
歌
に
言
及
す
る
も
の
は

な
い
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
正
明
は

明
の
字
、
川
、
瀬
、
霧
、
人
袖
と
云
も
じ
は
あ
れ
ど
、
か
く
物
遠
き
哥
を
と

り
た
り
と
も
思
は
れ
ず
。
詞
を
本
歌
に
ゆ
づ
る
は
、
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
を

の
に
、
永
き
夜
と
い
ふ
事
を
ゆ
づ
り
、

（
マ
マ
）た
り
と
あ
る
如
く
、
聞
え
ず
。
逆
の

義
也
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
例
に
よ
っ
て
、（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を

読
み
込
む
本
歌
取
と
し
て
の
解
釈
を
示
す
「
本
歌
に
ゆ
づ
る
」
と
い
う
本
歌
取
解

釈
を
認
め
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
翻
っ
て
、
宣
長
に
お
け
る
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ

て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
と
い
う
本
歌
取
解
釈
の
視
点
の
重
要
性

を
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
先
行
注
に
お
い
て
指
摘
の
な
い
本
歌
を
認
定

し
、
後
に
正
明
に
は
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
本
歌
取
の
視
点
を
読
み
込
む
こ
と
は
、

本
歌
取
歌
解
釈
に
お
い
て
、（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む

本
歌
取
の
視
点
を
持
ち
込
む
こ
と
で
整
合
的
な
解
釈
と
し
よ
う
と
す
る
宣
長
の
傾

向
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
本
歌
取
歌
解
釈
の

態
度
を
、
宣
長
に
お
け
る
「
心
を
取
る
本
歌
取
」
の
重
視
と
し
て
規
定
す
る
の
で

あ
る
。第

三
節　

縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取
へ
の
傾
向

　

前
節
で
は
宣
長
本
歌
取
歌
解
釈
に
お
け
る
「
心
を
取
る
本
歌
取
」
へ
の
傾
向
性

と
し
て
、（
Ｃ
）
本
歌
の
詩
的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
と
（
Ｊ
）

摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
と
い
う
解
釈
を
行
う
あ
り
様

を
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
と
『
美
濃
』
と
に
お
け
る
本
歌
認
定
の
相
違
の
分
析

を
通
し
て
示
し
た
。
本
節
で
は
、
宣
長
本
歌
取
歌
解
釈
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ

る
（
Ｈ
）
縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取
に
関
し
て
、
同
様
の
手
法
で
見
て
い
く
こ

と
に
す
る
。
ま
ず
は
『
美
濃
』
に
お
け
る
新
古
今
五
二
二
番
歌
（
秋
下
・
寂
蓮
）

の
評
釈
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

摂
政
大
将
に
侍
け
る
と
き
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
け
る
に

か
さ
ゝ
ぎ
の
雲
の
か
け
は
し
秋
く
れ
て
よ
は
に
は
霜
や
さ
え
渡
る
ら
ん

鵲
の
雲
の
か
け
は
し
と
は
い
か
ゞ
、雲
井
の
と
い
ふ
こ
と
な
る
べ
き
を
、

さ
は
い
ひ
が
た
き
故
の
、
し
ひ
ご
と
な
る
べ
し
、
又
古
歌
に
〽
お
く
霜

の
白
き
を
見
れ
ば
と
あ
れ
ば
、
其
う
へ
を
め
づ
ら
し
く
い
は
む
こ
そ
ほ

い
な
ら
め
、
た
ゞ
霜
や
さ
え
渡
る
ら
ん
と
の
み
に
て
は
、
い
と
よ
わ
く
、

何
の
詮
も
な
し
、
渡
る
と
い
ふ
橋
の
縁
の
み
也
、

本
歌

か
さ
ゝ
ぎ
の
渡
せ
る
橋
に
お
く
霜
の
白
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
ふ
け
に
け
る

（
新
古
今
・
冬
・
大
伴
家
持
・
六
二
〇
）

　

ま
ず
本
歌
の
認
定
か
ら
確
認
す
れ
ば
、
こ
の
寂
蓮
歌
に
新
古
今
六
二
〇
番
の
家

持
歌
を
本
歌
と
し
て
設
定
す
る
の
は
、「
契
沖
書
入
」
に
は
見
え
ず
「
宣
長
手
沢

本
書
入
」
も
何
れ
の
歌
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
他
先
行
注
釈
に
お
い
て
は

磐
斎
が
以
下
の
よ
う
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

増
抄
云
、
家
持
、
か
さ
ゝ
ぎ
の
わ
た
せ
る
は
し
に
を
く
霜
の
し
ろ
き
を
み
れ
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ば
よ
ぞ
更
に
け
る
、
こ
れ
を
お
も
へ
る
な
る
べ
し
。
か
さ
ゝ
ぎ
の
く
も
の
か

け
は
し
と
は
空
の
事
也
。

　

寂
蓮
歌
に
対
す
る
宣
長
の
評
価
は
全
体
的
に
厳
し
い
。
上
記
『
増
抄
』
の
「
か

さ
ゝ
ぎ
の
く
も
の
か
け
は
し
と
は
空
の
事
也
」
の
記
述
に
基
づ
く
宣
長
の
判
断
で

あ
ろ
う
が
、
本
来
な
ら
単
に
「
雲
井
の
」
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、
字
数
の
関
係

か
ら
強
い
て
「
鵲
の
雲
の
か
け
は
し
」
と
詠
ん
で
い
る
と
難
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、

本
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
古
歌
に
〽
お
く
霜
の
白
き
を
見
れ
ば
と
あ
れ
ば
、

其
う
へ
を
め
づ
ら
し
く
い
は
む
こ
そ
ほ
い
な
ら
め
、
た
ゞ
霜
や
さ
え
渡
る
ら
ん
と

の
み
に
て
は
、
い
と
よ
わ
く
、
何
の
詮
も
な
し
」
と
述
べ
、
本
歌
家
持
詠
を
踏
ま

え
て
「
め
づ
ら
し
く
」
歌
を
詠
み
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

窪
田
空
穂
『
完
本
新
古
今
和
歌
集
評
釈
』（
10
）（
以
下
、『
完
本
評
釈
』）
で
は
、

当
該
寂
蓮
歌
を
『
美
濃
』
同
様
に
、
新
古
今
に
入
集
し
た
古
歌
家
持
詠
を
本
歌
と

す
る
本
歌
取
と
見
た
上
で
「
事
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
夜
の
ふ
け
る
の
を
、
秋

の
暮
れ
る
こ
と
に
変
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
仮
に
こ
の
歌
の
本
歌

取
歌
と
し
て
の
解
釈
を
「
夜
の
ふ
け
る
の
を
、
秋
の
暮
れ
る
こ
と
に
変
え
て
い
る

だ
け
」
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
観
点
自
体
は
本
稿
の
整
理
で
は
（
Ｂ
）
本
歌

と
同
一
の
歌
境
を
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え
る
本
歌
取
と
し
て
捉
え
得
る
。
し
か
し

宣
長
は
本
歌
を
「
め
づ
ら
し
く
い
は
む
」
と
し
た
寂
蓮
歌
を
内
容
の
面
で
は
評
価

し
て
い
な
い
。「
い
と
よ
わ
く
、
何
の
詮
も
な
し
」
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
場
合
、
本
歌
は
い
か
に
機
能
し
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
宣
長
の
評
釈
に

従
う
限
り
縁
語
関
係
を
導
く
た
め
に
要
請
さ
れ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
な
い
。
寂

蓮
歌
の
下
の
句
「
霜
や
さ
え
渡
る
ら
ん
」
は
「
渡
る
と
い
ふ
橋
の
縁
の
み
」
で
あ

る
と
い
う
。
本
歌
に
お
け
る「
か
さ
ゝ
ぎ
の
渡
せ
る
橋
」に
お
け
る「
渡
る
」と「
橋
」

と
の
関
係
は
、「
鵲
が
渡
し
た
橋
」
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
論
理
的
な
意
味
の
次

元
で
明
確
な
結
び
つ
き
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
ふ
つ
う
縁
語
関
係
と
は
言
わ
な

い
。
一
方
で
寂
蓮
歌
で
は「
渡
る
」は「
冴
え
わ
た
る

3

3

3

」の
意
に
詠
み
か
え
ら
れ
る
。

新
歌
で
い
わ
ば
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
わ
た
る
」
は
「
橋
」
と
論
理
的

な
意
味
の
結
び
つ
き
を
持
た
な
い
こ
と
で
は
じ
め
て
、
寂
蓮
歌
に
お
い
て
縁
語
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
本
歌
の
詞
の
摂
取
と
し
て
は
（
Ａ
）
本

歌
の
詞
の
意
味
内
容
を
変
容
さ
せ
て
新
歌
に
利
用
す
る
本
歌
取
と
捉
え
ら
れ
、
そ

れ
ゆ
え
新
歌
で
は
「
渡
る
」
と
「
橋
」
に
縁
語
関
係
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
宣

長
に
よ
る
本
歌
取
歌
解
釈
の
分
析
的
諸
視
点
を
前
提
に
す
れ
ば
、
本
歌
で
あ
る
家

持
歌
は
新
歌
に
と
っ
て
縁
語
関
係
を
成
立
さ
せ
る
典
拠
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
を
本
歌
認
定
の
相
違
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
し
て
み
る
。前
述
の
通
り
、

「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
を
含
め
先
行
注
に
お
い
て
は
寂
蓮
歌
に
対
し
て
本
歌
が
指

摘
さ
れ
る
こ
と
は
概
し
て
な
か
っ
た
。
磐
斎
『
増
抄
』
に
お
い
て
家
持
歌
が
本
歌

と
し
て
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
れ
も
本
歌
の
指
摘
と
語
義
の
説
明
に
過
ぎ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
史
の
中
で
、
宣
長
が
こ
の
寂
蓮
歌
を
本
歌
取
歌
と

し
て
解
釈
を
し
よ
う
と
し
た
動
機
は
、
内
容
面
で
の
新
規
性
が
特
に
な
い
と
判
断

し
た
歌
に
対
し
て
、
本
歌
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
本
歌
の
詞
「
わ
た
る
」（
こ
れ

は
本
歌
で
は
縁
語
と
し
て
み
な
さ
れ
な
い
詞
で
あ
っ
た
）
を
新
歌
に
お
い
て
「
橋
」

と
の
縁
語
関
係
を
結
ば
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。「
宣
長
手

沢
本
書
入
」
と
『
美
濃
』
と
の
本
歌
認
定
の
相
違
と
い
う
事
実
を
基
に
す
る
こ
と

で
、
当
該
寂
蓮
歌
に
対
す
る
『
美
濃
』
に
お
け
る
本
歌
の
設
定
が
縁
語
関
係
を
結

ば
せ
る
と
い
う
動
機
の
も
と
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

本
歌
認
定
の
異
同
が
（
Ｈ
）
縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取
の
読
み
に
関
わ
っ
て

い
る
例
と
し
て
新
古
今
一
四
五
五
番
（
雑
上
・
藤
原
定
家
）
を
見
よ
う
。

近
衛
づ
か
さ
に
て
年
久
し
く
な
り
て
後
、
う
へ
の
を
の
こ
ど
も

大
内
の
花
見
に
ま
か
り
け
る
に
よ
め
る

春
を
へ
て
み
ゆ
き
に
な
る
ゝ
花
の
陰
ふ
り
ゆ
く
身
を
も
哀
れ
と
や
お
も

ふ
め
で
た
し
、
初
二
句
は
、
春
ご
と
の
行
幸
に
供
奉
し
て
、
な
れ
た
る
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よ
し
也
、
近
衛
づ
か
さ
は
、
必
供
奉
す
る
こ
と
也
、
三
の
句
、
陰
な
る
ゝ

と
い
ふ
に
よ
し
有
、
さ
て
み
ゆ
き
と
い
ふ
に
、
花
の
雪
を
か
ね
て
、
そ

の
縁
に
ふ
り
ゆ
く
と
い
ひ
て
、
我
身
の
昇
進
も
え
せ
で
、
年
の
ふ
り
ゆ

く
に
い
ひ
か
け
た
り
、
身
を
も
の
も8

も
じ
は
、
わ
が
花
の
雪
と
ふ
り
ゆ

く
を
あ
は
れ
と
お
も
ふ
に
つ
け
て
、
花
も
又
我
を
あ
は
れ
と
や
思
ふ
と

い
ふ
意
な
り
、
〽
も
ろ
と
も
に
哀
と
お
も
へ
山
ざ
く
ら
云
々
、

　

本
歌も

ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
思
へ
山
ざ
く
ら
花
よ
り
ほ
か
に
知
る
人
も
な
し

（
金
葉
・
雑
上
・
行
尊
・
五
二
一
）

　

当
該
歌
に
関
し
て
は
諸
注
で
金
葉
集
歌
を
引
い
て
い
る
も
の
は
見
当
た
ら
ず
、

「
契
沖
書
入
」や「
宣
長
手
沢
本
書
入
」に
も
記
載
さ
れ
な
い
。
宣
長
の
注
釈
に
沿
っ

て
当
該
定
家
詠
を
解
釈
す
る
と
、「
み
ゆ
き
」
が
「
行
幸
」
と
「
み
雪
」
の
掛
詞

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
「
み
ゆ
き
」
に
落
花
を
象
徴
す
る
「
花
の
雪
」
が
兼
ね
ら

れ
て
い
る
と
す
る
。
本
歌
か
ら
摂
取
さ
れ
た
「
花
」
は
、定
家
詠
で
は
「
花
の
雪
」

を
含
意
す
る
こ
と
で
、そ
の
縁
で
あ
る
「
ふ
り
ゆ
く
」
を
導
く
こ
と
に
な
る
。「
ふ

り
ゆ
く
」
も
掛
詞
と
し
て
、花
の
雪
の
「
降
り
ゆ
く
」
を
含
み
な
が
ら
、年
の
「
経

り
ゆ
く
」
へ
と
意
味
を
乗
り
換
え
、
擬
人
法
的
に
「
花
」
の
視
点
に
立
ち
な
が
ら

花
自
ら
の
落
花
を
あ
は
れ
と
思
い
、
ま
た
作
中
主
体
が
年
老
い
て
い
く
の
を
あ
は

れ
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
解
と
な
っ
て
い
る
。

　

意
味
や
修
辞
の
解
釈
に
関
し
て
諸
注
と
大
き
な
齟
齬
が
な
い
中
で
、あ
え
て『
美

濃
』
で
金
葉
集
歌
を
本
歌
と
し
て
記
載
し
た
の
は
、
本
歌
の
意
味
内
容
を
積
極
的

に
は
引
き
継
い
で
い
な
い
点
を
鑑
み
る
に
、偏
に
「
花
」
と
い
う
詞
の
摂
取
か
ら
、

新
歌
に
お
け
る
（
Ｈ
）
と
し
て
の
縁
語
的
連
想
に
よ
る
詞
つ
づ
き
を
強
調
す
る
意

図
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
も
う
一
例
、
新
古
今
一
三
二
六
番
歌
（
恋
四
・
俊
成
卿
女
）
を
見
て
み

よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

被
忘
恋

露
は
ら
ふ
寐
覚
は
秋
の
昔
に
て
見
は
て
ぬ
夢
に
の
こ
る
お
も
影

い
と
め
で
た
し
、
詞
め
で
た
し
、
露
は
ら
ふ
は
涙
に
て
、
露
と
い
へ
る

は
、
秋
の
緣
な
り
、
秋
の
昔
と
は
、
秋
は
人
に
あ
か
れ
た
る
今
の
こ
と

に
て
、
其
今
よ
り
い
へ
ば
、
い
ま
だ
人
の
か
は
ら
で
、
逢
見
し
こ
と
は
、

昔
な
る
よ
し
な
り
、
然
ら
ば
た
ゞ
む
か
し
に
て
と
の
み
い
ひ
て
も
よ
か

る
べ
き
に
、
秋
の
と
い
へ
る
は
、
い
か
に
と
い
ふ
に
、
此
歌
に
て
は
、

秋
の
と
い
ふ
こ
と
な
く
て
は
、
逢
見
し
事
は
昔
に
て
、
今
は
あ
か
れ
た

る
意
、
あ
ら
は
れ
が
た
け
れ
ば
也
、
一
首
の
意
は
、
人
に
あ
か
れ
忘
ら

れ
た
る
こ
ろ
、
夢
に
又
逢
と
見
た
る
が
、
見
は
て
も
せ
ず
、
早
く
さ
め

た
る
時
に
よ
め
る
意
に
て
、
其
夢
さ
め
た
れ
ば
、
も
と
の
あ
か
れ
た
る

時
に
て
、
夢
に
見
た
る
逢
事
は
、
昔
の
こ
と
に
て
、
た
ゞ
其
夢
の
面
影

の
み
残
り
て
、
涙
を
な
が
す
と
な
り
、
此
歌
を
、
契
沖
が
、
女
の
歌
め

か
ず
と
い
へ
る
は
、
い
と
心
得
ず
、【
後
撰
〽
は
ら
ふ
ば
か
り
の
露
や

何
な
り
、
古
今
〽
見
は
て
ぬ
夢
の
覚
る
也
け
り
、】

　

改
め
て
本
歌
の
全
文
を
示
す
。

涙
河
流
す
寝
覚
も
あ
る
物
を
払
ふ
許
の
露
や
何
な
り

（
後
撰
・
恋
三
・
読
み
人
し
ら
ず
・
七
七
一
）

命
に
も
ま
さ
り
て
惜
し
く
あ
る
も
の
は
見
は
て
ぬ
夢
の
さ
む
る
な
り
け
り

（
古
今
・
恋
二
・
忠
岑
・
六
〇
九
）

　

該
当
歌
に
お
け
る
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
で
は
「
契
沖
書
入
」
同
様
、
本
歌
の

記
載
は
な
い
。
先
行
注
に
お
い
て
も
本
歌
の
記
載
は
な
く
、
こ
の
一
三
二
六
番
歌

に
対
し
て
は
宣
長
が
『
美
濃
』
に
お
い
て
自
身
の
解
釈
に
基
づ
き
二
首
の
本
歌
を

付
け
加
え
た
こ
と
に
な
る
。
久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈
』（
11
）（
以
下
、

『
全
注
釈
』）
で
は
参
考
歌
と
し
て
同
二
首
を
掲
げ
る
に
と
ど
ま
る
。
宣
長
は
自
身

の
評
釈
で
「
露
は
ら
ふ
は
涙
に
て
、
露
と
い
へ
る
は
、
秋
の
緣
な
り
」
と
言
っ
て
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い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
歌
と
し
て
付
け
加
え
た
後
撰
七
七
一
番
歌
か
ら
摂
取
し

た
「
露
」
に
対
し
て
本
歌
で
は
「
秋
」
を
詠
み
な
す
こ
と
で
縁
語
関
係
を
成
立
さ

せ
る
、
と
い
う
（
Ｈ
）
縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取
の
読
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

前
掲
野
口
や
渡
部
に
よ
っ
て
宣
長
の
古
典
解
釈
態
度
に
関
す
る
「
縁
語
」
に
対

す
る
強
い
志
向
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
我
々
も
ま
た
本
歌
取
歌
解
釈
の
視
点
と

し
て
（
Ｈ
）
縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取
を
析
出
し
て
い
た
。
そ
の
上
で
、
本
節

で
は
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
と
『
美
濃
』
と
に
お
け
る
本
歌
認
定
の
相
違
の
分
析

を
通
し
て
、
先
行
注
釈
に
お
け
る
解
釈
や
本
歌
の
認
定
と
異
な
る
見
解
を
提
示
す

る
こ
と
で
、（
Ｈ
）
縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取
が
、
単
に
宣
長
の
本
歌
取
歌
解

釈
に
お
け
る
分
析
的
視
点
の
一
つ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
首
に
本
歌
と
そ
の
詞
を
想

定
す
る
こ
と
で
、
縁
語
関
係
を
切
り
結
ば
せ
、
和
歌
と
し
て
成
立
さ
せ
よ
う
と
す

る
様
を
示
し
た
。

第
四
節　
（
Ｇ
）本
歌
を
二
首
取
る
本
歌
取
に
よ
る
分
節
的
解
釈
と
（
Ｅ
）心

中
の
歌
境
を
詠
出
す
る
た
め
本
歌
の
詞
を
利
用
す
る
本
歌
取
の
視
点
の
消
滅

　

本
節
で
は
、
ま
と
ま
っ
た
分
量
で
は
な
い
も
の
の
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
の

段
階
か
ら
『
美
濃
』
へ
と
移
行
す
る
に
当
た
り
、
本
歌
の
認
定
が
変
更
さ
れ
た

も
の
の
う
ち
、
有
意
義
な
点
を
認
め
ら
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
は
、

（
Ｇ
）
本
歌
を
二
首
取
る
本
歌
取
の
視
点
を
加
え
て
、
本
歌
と
新
歌
と
の
連
な
り

を
、よ
り
分
節
的
に
捉
え
る
よ
う
解
釈
の
変
更
を
行
っ
た
と
み
な
せ
る
例
と
し
て
、

一
七
九
番
、
俊
成
女
歌
（
夏
）
を
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　

夏
の
は
じ
め
の
う
た

を
り
ふ
し
も
う
つ
れ
ば
か
へ
つ
世
の
中
の
人
の
こ
ゝ
ろ
の
は
な
ぞ
め
の
そ
で

め
で
た
し
、
本
歌
〽
う
つ
ろ
ふ
物
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
有
け

る
、
〽
世
中
の
人
の
心
は
花
染
の
云
々
、
初
二
句
は
、
人
の
心
の
か
は

り
や
す
き
こ
と
は
、
男
女
の
中
の
み
な
ら
ず
、
を
り
ふ
し
の
う
つ
る
に

も
、
う
つ
り
か
は
る
よ
と
い
へ
る
に
て
、
花
染
衣
を
す
て
て
、
夏
衣
に

な
れ
る
こ
と
を
い
へ
る
也
、

　

本
歌色

見
え
で
う
つ
ろ
ふ
物
は
世
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
有
り
け
る

（
古
今
・
恋
歌
五
・
読
人
し
ら
ず
・
七
九
七
）

世
中
の
人
の
心
は
花
ぞ
め
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
色
に
ぞ
あ
り
け
る

（
古
今
・
恋
歌
五
・
小
野
小
町
・
七
九
五
）

　

当
該
歌
に
つ
い
て
「
契
沖
書
入
」
で
は
以
下
の
よ
う
な
注
釈
的
記
述
の
み
で
、

本
歌
の
指
摘
は
な
い
。

花
ぞ
め
と
は
、
月
草
の
花
に
て
そ
む
る
を
い
へ
り
。
花
の
色
に
そ
め
し
た
も

と
ゝ
よ
め
る
は
、
そ
の
心
桜
色
な
れ
ば
、
今
の
つ
ゞ
け
や
う
、
似
た
る
事
と

て
あ
や
ま
れ
り
。

　
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
は
、
契
沖
の
注
釈
を
引
き
写
し
た
上
で
、「
契
沖
書
入
」

に
は
な
い
古
今
七
九
七
番
歌
を
書
き
加
え
る
。
こ
れ
は
磐
斎
『
増
抄
』
に
お
い
て

指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
美
濃
』
に
至
っ
て
さ
ら
に
、
季
吟
『
八

代
集
抄
』
に
お
い
て
指
摘
の
あ
っ
た
古
今
七
九
五
番
歌
を
加
え
て
い
る
。

　
『
美
濃
』
は
一
首
の
解
を
、
人
の
心
が
移
り
変
わ
り
や
す
い
の
は
、
男
女
の
仲

だ
け
で
は
な
く
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
も
伴
う
も
の
で
あ
り
、
春
衣
か
ら
夏
衣

へ
と
移
り
変
る
こ
と
を
も
指
す
、
と
し
て
い
る
。「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
に
お
い

て
引
か
れ
て
い
た
古
今
七
九
七
番
歌
に
の
み
依
拠
し
た
場
合
で
も
、
本
歌
に
お
け

る
趣
意
の
中
心
で
あ
っ
た
「
人
の
心
の
花
」
が
、
新
歌
で
は
「
男
女
の
仲
」
へ
と

変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、（
Ｂ
）
本
歌
と
同
一
の
歌
境
を
新
た
な
視
点
か
ら
捉

え
る
本
歌
取
と
整
理
で
き
よ
う
。『
美
濃
』
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
『
八
代
集
抄
』

が
指
摘
し
た
古
今
七
九
五
番
歌
が
本
歌
と
し
て
認
定
さ
れ
、
花
染
の
移
ろ
い
や
す

さ
（
本
歌
で
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
と
は
無
関
係
で
、
単
に
褪
せ
や
す
い
染
色
法
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に
よ
る
衣
の
移
り
変
わ
り
や
す
さ
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
る
）
が
織
り
込
ま
れ

る
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。『
美
濃
』
に
お
い
て
、
新
歌
に
付
加
さ
れ
た
意
味
内
容

は
「
人
の
心
が
季
節
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
変
わ
る
こ
と
」
と
「
春
衣
か
ら
夏
衣

へ
と
変
わ
っ
た
」
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
古
今
七
九
七
番
歌
（「
宣
長
手
沢
本
書

入
」
の
本
歌
）
に
お
け
る
「
花
」
は
、
見
え
な
い
心
の
顕
現
の
象
徴
で
あ
る
が
、

古
今
七
九
五
番
歌
（『
美
濃
』
で
追
加
さ
れ
た
本
歌
）
に
お
け
る
「
花
」
は
「
花

染
」
と
い
う
詞
つ
づ
き
と
な
る
こ
と
で
「
褪
せ
や
す
い
も
の
」
の
象
徴
と
な
っ
て

い
る
。「
花
」
が
具
象
化
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
「
褪
せ
や
す
く
移
ろ
い
や
す
い

も
の
」
と
い
う
象
徴
的
観
念
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
理
路
が
整
え
ら
れ
る
。

　

俊
成
女
詠
の
本
歌
取
歌
と
し
て
の
『
美
濃
』
の
解
釈
は
、
本
稿
で
採
用
す
る
分

析
的
視
点
で
は
（
Ｂ
）
本
歌
と
同
一
の
歌
境
を
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え
る
本
歌
取

の
範
疇
に
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
時
の
本
歌
で
あ
っ
た
古

今
七
九
七
番
歌
の
み
に
基
づ
い
た
と
し
て
も
前
述
し
た
よ
う
に
（
Ｂ
）
本
歌
と
同

一
の
歌
境
を
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え
る
本
歌
取
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、『
美
濃
』
に
お
い
て
（
Ｇ
）
本
歌
を
二
首
取
る
本
歌
取
の

視
点
か
ら
古
今
七
九
五
番
歌
を
も
本
歌
に
加
え
た
こ
と
に
よ
り
、
解
釈
の
分
析
的

視
点
と
し
て
は
、
本
歌
と
新
歌
と
の
連
な
り
を
、
よ
り
分
節
的
に
捉
え
よ
う
と
し

て
い
る
、す
な
わ
ち「
人
の
心
が
季
節
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
変
わ
る
こ
と
」と「
春

衣
か
ら
夏
衣
へ
と
変
わ
っ
た
」
と
い
う
二
重
の
新
た
な
視
点
を
新
歌
に
見
出
し
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
新
古
今
一
七
九
番
歌
に
対
す
る
本
歌
の
追
加
は
、
宣
長

の
本
歌
取
歌
解
釈
に
お
け
る
本
歌
と
新
歌
と
の
細
か
な
連
な
り
を
読
み
込
む
姿
勢

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

　

本
歌
の
選
定
に
変
更
が
あ
る
も
の
の
中
で
、
本
稿
に
お
い
て
最
後
に
見
て
お
き

た
い
も
の
と
し
て
、（
Ｅ
）
心
中
の
歌
境
を
詠
出
す
る
た
め
本
歌
の
詞
を
利
用
す

る
本
歌
取
の
視
点
の
消
滅
を
示
し
て
い
る
よ
う
な
例
を
挙
げ
た
い
。
式
子
内
親
王

の
二
五
六
番
歌
（
夏
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

百
首
歌
奉
り
し
時

ま
ど
ち
か
き
竹
の
葉
す
さ
ぶ
風
の
音
に
い
と
ゞ
み
じ
か
き
う
た
ゝ
ね
の
夢

朗
詠
に
、
風
生
レ
ズ
ル
竹
ニ
夜
窓
間
ニ
臥
ス
、
初
句
う
た
ゝ
ね
に
よ
し
有
、

二
の
句
す
さ
ぶ
と
い
ふ
詞
お
も
し
ろ
し
、
ひ
た
す
ら
吹
に
も
あ
ら
ず
、

を
り
〳
〵
そ
よ
め
く
さ
ま
に
て
、
夏
の
よ
に
よ
く
か
な
へ
り
、
よ
の
つ

ね
な
ら
ば
、
そ
よ
ぐ
と
よ
む
べ
き
を
、
か
く
あ
る
に
て
、
殊
に
け
し
き

あ
り
、
一
言
と
い
へ
ど
、
な
ほ
ざ
り
に
は
よ
む
べ
か
ら
ず
、
心
を
用
ふ

べ
き
わ
ざ
な
り
、
四
の
句
は
さ
ら
で
だ
に
夏
の
夜
に
て
み
じ
か
き
夢
な

る
に
い
と
ゞ
な
り
、

　
「
契
沖
書
入
」
で
は
万
葉
歌
と
和
漢
朗
詠
の
詩
が
掲
げ
ら
れ
て
、「
宣
長
手
沢
本

書
入
」
も
両
者
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
「
万
十
九　

家
持　

わ
か
や
と
の
い
さ
ゝ
む

ら
竹
ふ
く
風
に
声
の
か
そ
け
き
こ
の
夕
か
も
」、「
風
生
竹
夜
窓
間
卧　

月
照
松
時

臺
上
行
」
と
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。『
美
濃
』
に
お
い
て
は
一
転
、
他
の

先
行
注
に
従
い
和
漢
朗
詠
歌
の
み
を
本
説
と
す
る
こ
と
と
な
る
。
新
歌
の
意
味
内

容
に
留
意
し
た
本
歌
の
認
定
と
考
え
ら
れ
る
が
、
万
葉
歌
を
本
歌
と
し
た
場
合
は

ど
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
と
し
て
「
契
沖
書
入
」
に
お
け
る
万
葉
歌
の
表

記
が
「
ふ
く
風
に
」
と
な
っ
て
お
り
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
も
そ
の
表
記
に
従
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
が
「
契
沖
書
入
」

の
引
き
写
し
と
い
う
性
格
を
強
く
持
つ
こ
と
が
傍
証
さ
れ
る
。
契
沖
『
萬
葉
代
匠

記
』
に
お
い
て
当
該
歌
は
、「
布フ

久ク

風カ
セ

能ノ

」（
12
）
と
な
っ
て
お
り
、「
契
沖
書
入
」

で
は
「
に
」、『
萬
葉
代
匠
記
』
で
は
「
の
」
と
い
う
相
違
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
当
該
歌
の
『
萬
葉
代
匠
記
』
の
注
釈
は
主

に
語
注
で
あ
り
、一
首
全
体
の
趣
意
に
及
ば
な
い
。
賀
茂
真
淵『
万
葉
考
』で
は「
春

風
の
う
ら
〳
〵
に
音
し
づ
か
な
る
に
め
づ
る
な
り
け
り
」（
13
）
と
述
べ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
考
え
る
に
当
該
万
葉
歌
は
春
愁
を
思
い
、
春
の
一
日
を
詠
う
趣
意
を
も
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つ
も
の
で
あ
る
。

　

万
葉
歌
を
本
歌
と
す
る
本
歌
取
と
し
て
の
解
釈
を
進
め
る
な
ら
、
両
首
に
共
通

す
る
詞
は
「
竹
」
と
「
風
」
の
み
で
あ
る
が
、趣
意
に
ま
で
考
え
を
及
ぼ
す
と
「
自

ら
の
邸
宅
に
生
え
る
竹
に
吹
く
風
」
及
び
「
そ
の
音
が
幽
か
で
あ
る
」
と
い
う
内

容
は
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
新
古
今
二
五
六
番
歌
と
本
歌
と
し
て
の
万
葉
歌
に

お
い
て
一
致
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
観
点
を
推
し
進
め
る
と
、新
歌
で
は
下
の
句
に
、

夏
の
夜
の
短
さ
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、（
Ｂ
）
本
歌
と
同
一
の
歌
境
を
新
た
な
視

点
か
ら
捉
え
る
本
歌
取
の
視
点
と
し
て
詠
み
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し

一
方
で
、
万
葉
歌
を
本
歌
と
想
定
し
た
場
合
、
詞
の
摂
取
が
極
め
て
断
片
的
か
つ
、

わ
ず
か
二
語
に
留
ま
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
当
該

万
葉
歌
を
本
歌
と
し
た
際
の
本
歌
取
歌
解
釈
の
分
析
的
視
点
は
、『
草
庵
集
玉
箒
』

の
本
歌
取
歌
解
釈
を
分
析
し
た
際
に
見
出
し
得
た
（
Ｅ
）
心
中
の
歌
境
を
詠
出
す

る
た
め
本
歌
の
詞
を
利
用
す
る
本
歌
取
（
14
）
に
符
合
す
る
。

　

結
局
、『
美
濃
』
で
は
万
葉
四
三
一
五
番
歌
が
本
歌
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
当
該
万
葉
歌
が
本
歌
と
さ
れ
た
場
合
に
当
て
は
ま
る
と
思

わ
れ
る
（
Ｅ
）
心
中
の
歌
境
を
詠
出
す
る
た
め
本
歌
の
詞
を
利
用
す
る
本
歌
取
の

解
釈
が
、『
玉
箒
』
か
ら
『
美
濃
』
へ
と
移
行
す
る
際
に
、
そ
の
全
体
に
お
い
て

姿
を
消
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
推
論
さ
れ
る
事
態
は
以

下
の
二
つ
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
、
宣
長
が
『
新
古
今
集
』
の
手
沢
本
に
「
契
沖
書

入
」
を
見
な
が
ら
、
相
当
程
度
機
械
的
に
書
き
入
れ
を
行
っ
て
い
た
場
合
、
自
身

が
新
古
今
歌
に
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
た
（
Ｅ
）
心
中
の
歌
境
を
詠
出
す
る

た
め
本
歌
の
詞
を
利
用
す
る
本
歌
取
の
視
点
か
ら
の
本
歌
取
歌
解
釈
と
な
る
万
葉

歌
も
機
械
的
に
書
き
入
れ
て
お
り
、『
美
濃
』
を
執
筆
す
る
際
に
自
ら
の
新
古
今

歌
に
お
け
る
本
歌
取
歌
解
釈
の
基
準
に
則
っ
て
、
本
歌
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た

と
い
う
可
能
性
。
も
う
一
つ
に
は
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
の
段
階
で
、
自
ら
の

判
断
も
相
当
程
度
踏
ま
え
て
本
歌
の
認
定
を
行
っ
て
い
た
場
合
、
一
度
は
「
契
沖

書
入
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
（
Ｅ
）
心
中
の
歌
境
を
詠
出
す
る
た
め
本
歌
の
詞
を

利
用
す
る
本
歌
取
の
視
点
と
し
て
万
葉
歌
を
本
歌
と
し
た
が
、『
美
濃
』
の
執
筆

に
あ
た
っ
て
考
え
直
し
、
最
終
的
に
本
歌
と
し
て
の
採
用
を
見
送
っ
た
可
能
性
。

手
沢
本
へ
の
書
き
入
れ
が
ど
の
程
度
機
械
的
に
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら

か
に
機
械
的
な
部
分
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
と
し
か

言
え
ず
、
当
該
新
古
今
二
五
六
番
歌
に
つ
い
て
明
確
に
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
の
か
を

判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
ゆ
え
ど
ち
ら
の
可
能
性

も
積
極
的
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
宣
長
の
（
Ｅ
）
心
中

の
歌
境
を
詠
出
す
る
た
め
本
歌
の
詞
を
利
用
す
る
本
歌
取
の
本
歌
取
歌
解
釈
に
関

す
る
考
察
を
こ
こ
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、「
宣
長
手
沢
本
書
入
」と『
美

濃
』
と
の
本
歌
認
定
を
比
較
す
る
こ
と
で
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　
「
宣
長
手
沢
本
書
入
」
と
『
美
濃
』
と
の
本
歌
の
認
定
に
関
す
る
相
違
を
、
本

歌
取
歌
解
釈
の
分
析
的
視
点
を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
長
の
本

歌
取
歌
解
釈
に
お
け
る
傾
向
性
が
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
と
思
う
。
そ
の
傾
向
性

と
は
本
歌
取
歌
解
釈
の
分
析
的
視
点
に
沿
っ
て
言
え
ば
、（
Ｃ
）
本
歌
の
詩
的
世

界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
と
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の

詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
を
主
軸
と
す
る
「
心
を
取
る
本
歌
取
」
へ
の
傾
向
性
、
及

び
（
Ｈ
）
縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取
へ
の
傾
向
性
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と

は
、
前
掲
拙
稿
に
お
い
て
『
美
濃
』
の
本
歌
取
歌
解
釈
を
分
析
し
た
際
に
指
摘
し

た
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
。『
美
濃
』
と
い
う
同
一
の
注
釈
書
に
従
っ
て
分
析
を

し
て
い
る
以
上
、
そ
の
結
果
は
特
に
有
意
義
な
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、本
稿
で
は
、も
と
も
と
本
歌
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
先
行
歌
が
、（
Ｃ
）
本
歌
の
詩
的
世
界
に
依
拠
し
つ
つ
展
開
を
加
え
る
本
歌
取
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や
（
Ｊ
）
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
、あ
る
い
は
（
Ｈ
）

縁
語
的
連
想
に
よ
る
本
歌
取
の
解
釈
を
導
く
た
め
に
あ
え
て
本
歌
と
し
て
導
入
さ

れ
た
様
を
示
す
こ
と
も
で
き
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
上
で
述
べ
た
宣
長
の

本
歌
取
歌
解
釈
に
お
け
る
特
定
の
傾
向
性
に
、
文
献
的
な
裏
付
け
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
数
量
的
な
有
意
性
は
な
い
も
の
の
、（
Ｇ
）
本
歌
を
二
首
取
る
本
歌
取

と
し
て
本
歌
を
二
首
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
歌
取
歌
を
構
成
す
る
要

素
を
、
よ
り
細
か
く
分
節
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
例
を
見
出
せ
た
こ
と
や
、
ま

た
『
草
庵
集
玉
箒
』
と
『
美
濃
』
と
の
本
歌
取
歌
解
釈
の
分
析
的
視
点
に
お
け
る

（
Ｅ
）
心
中
の
歌
境
を
詠
出
す
る
た
め
本
歌
の
詞
を
利
用
す
る
本
歌
取
の
視
点
の

有
無
、と
い
う
事
態
に
対
す
る
文
献
学
的
な
考
察
の
素
材
を
提
供
し
得
た
こ
と
は
、

本
研
究
の
意
義
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
分
析
を
通
し
て
、
宣
長
が
本
歌
取
歌
を
解
釈
す
る
際
に
、
い
か
な
る
思

考
に
基
づ
い
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と

は
、
今
後
筆
者
の
目
指
す
宣
長
の
古
典
注
釈
と
彼
自
身
の
詠
歌
態
度
の
比
較
研
究

に
明
確
な
基
盤
を
準
備
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

注（
１
）	

高
橋
俊
和
「
和
歌
の
し
た
て
や
う
」『
本
居
宣
長
の
歌
学
』（
和
泉
書
院
・

一
九
九
六
年
・
八
五
頁
）

（
２
）	

藤
井
嘉
章
「『
草
庵
集
玉
箒
』
に
お
け
る
本
歌
取
解
釈
の
諸
相
」（『
東
京
外
国

語
大
学
日
本
研
究
教
育
年
報
』
第
二
四
号
、
二
〇
二
〇
年
）、
及
び
同
「
本
居

宣
長
の
本
歌
取
論
―『
新
古
今
集
美
濃
の
家
づ
と
』評
釈
を
通
し
て
―
」（『
言
語
・

地
域
文
化
研
究
』
第
二
五
号
・
二
〇
一
九
年
）

（
３
）	

寺
島
恒
世
「
気
韻
の
和
歌　

新
古
今
注
『
尾
張
廼
家
苞
』
の
要
諦
」（
鈴
木
健

一
編
『
江
戸
の
「
知
」

―
近
世
注
釈
の
世
界
』
森
話
社
・
二
〇
一
〇
年
・

二
三
一
頁
）

（
４
）	

野
口
武
彦「
本
居
宣
長
に
お
け
る
詩
語
と
古
語
」（『
江
戸
文
林
切
絵
図
』冬
樹
社
・

一
九
七
九
年
）、
及
び
渡
部
泰
明
「
本
居
宣
長
と
『
新
古
今
集
』」（『
中
世
和
歌

史
論　

様
式
と
方
法
』
岩
波
書
店
・
二
〇
一
七
年
・
四
四
八
―
四
四
九
頁
）

（
５
）	

前
掲
藤
井
（
二
〇
一
九
年
）。（
Ａ
）
か
ら
の
（
Ｊ
）
の
本
歌
取
歌
解
釈
の
分
析

的
視
点
の
詳
細
な
規
定
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
当
該
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）	

藤
井
嘉
章
「
本
居
宣
長
手
沢
本
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
本
歌
書
入
」（『
言

語
・
地
域
文
化
研
究
』
第
二
四
号
・
二
〇
一
八
年
）

（
７
）	

田
中
康
二
「
先
行
注
釈
受
容
の
方
法
」（『
本
居
宣
長
の
思
考
法
』
ぺ
り
か
ん
社
・

二
〇
〇
五
年
）。
な
お
『
新
古
今
集
古
注
集
成
』（
笠
間
書
院
）
に
お
い
て
「
近

世
旧
注
編
」
に
配
さ
れ
る
細
川
幽
斎
『
増
補
新
古
今
集
聞
書
』
を
古
注
と
し
て

記
述
し
て
い
る
の
は
、
当
該
田
中
論
の
指
摘
に
拠
る
。

（
８
）	

本
歌
拾
遺
四
七
〇
番
歌
の
初
句
「
忘
る
な
よ
」
に
対
し
て
、
新
歌
で
は
「
忘
れ

じ
と
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
一
見
、
本
歌
の
願
望
表
現
に
対
す
る
新
歌
で
の
応
答

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、本
稿
の
整
理
で
は（
Ｄ
）本
歌
に
応
和
す
る
本
歌
取
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
宣
長
の
解
釈
と
し
て
は
「
忘
る
な
よ
」
と
い
う
詞
の
中
に
、「
わ
す
る

な
よ
我
も
忘
れ
じ
」
と
い
う
作
中
主
体
の
心
中
で
の
詞
の
連
な
り
が
含
ま
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
歌
の
「
忘
る
な
よ
」
と
新

歌
の
「
忘
れ
じ
と
」
と
は
、
一
つ
の
表
現
で
あ
り
、
応
答
関
係
に
あ
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
そ
の
読
み
に
こ
そ
、
あ
え
て
（
Ｊ
）
摂
取
さ

れ
て
い
な
い
本
歌
の
詞
を
読
み
込
む
本
歌
取
と
い
う
分
析
視
点
を
持
ち
込
む
宣

長
本
歌
取
歌
解
釈
に
お
け
る
傾
向
性
が
あ
る
。

（
９
）	

文
献
上
の
年
代
か
ら
す
れ
ば
当
然
、
加
藤
磐
斎
『
増
抄
』
が
北
村
季
吟
『
八
代

集
抄
』
に
先
行
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
宣
長
の
側
か
ら
見
た
解
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釈
視
点
の
推
移
と
い
う
視
座
を
重
視
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
表
現
と
す
る
。

（
10
）	
窪
田
空
穂
『
完
本
新
古
今
和
歌
集
評
釈
』（
東
京
堂
出
版
・
一
九
六
四
―

一
九
六
五
）

（
11
）	

久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈
』（
角
川
学
芸
出
版
・
二
〇
一
一
―

二
〇
一
二
年
）

（
12
）	『
契
沖
全
集　

第
七
巻
』（
岩
波
書
店
・
一
九
七
四
年
）
に
拠
る
。
歌
番
号
は
旧

国
歌
大
観
で
は
四
二
九
一
。

（
13
）	『
賀
茂
真
淵
全
集　

第
五
巻
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
一
九
八
五
年
）
に
拠
る
。

（
14
）	（
Ｅ
）
心
中
の
歌
境
を
詠
出
す
る
た
め
本
歌
の
詞
を
利
用
す
る
本
歌
取
と
は
、

も
と
も
と
こ
の
分
析
的
視
点
を
措
定
す
る
際
に
参
照
し
て
い
た
『
愚
問
賢
注
』

「
本
歌
の
と
り
や
う
」
に
お
い
て
「
た
ゞ
詞
一
つ
を
と
り
た
る
歌
」
に
基
づ
く

も
の
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
前
掲
拙
稿
「『
草
庵
集
玉
箒
』
に
お
け
る
本
歌
取
解

釈
の
諸
相
」
の
参
照
を
請
う
。

〔
付
記
〕

　

本
文
中
の
本
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
り
、
新
古
今
歌
の
表
記
に
つ
い
て

は
、『
美
濃
の
家
づ
と
』（『
本
居
宣
長
全
集　

第
三
巻
』（
筑
摩
書
房
・
一
九
六
九
年
、

所
収
）に
拠
っ
た
。『
新
古
今
和
歌
集
』の
古
注
釈
は
全
て『
新
古
今
集
古
注
集
成
』

（
笠
間
書
院
）
に
拠
っ
た
。

　

本
稿
は
第
三
十
七
回
年
鈴
屋
学
会
大
会
に
お
い
て
発
表
受
理
（
後
、開
催
中
止
）

さ
れ
た
原
稿
を
基
に
作
成
し
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
に
東
京
外
国
語
大
学
へ
提
出

し
た
博
士
論
文
の
第
五
章
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
課
題
番
号
：202100022

）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（
ふ
じ
い　

よ
し
あ
き　

東
京
外
国
語
大
学		

非
常
勤
講
師
・
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
PD
）
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Motoori Norinaga’s Choice of Honka In His Interpretation of 
Shinkokinwakashu:
Through the Comparison Between His Handwritten Honka Notes
in Personal Copy of Shinkokinwakashu and Mino no Iezuto

FUJII Yoshiaki

KEYWORDS: Motoori Norinaga, New Collection of Ancient and Modern, allusive variation,
 Handwritten Notes in Personal Copy, Mino no Iezut

This paper begins with a quantitative analysis of the differences between the poems of Honka 
in Motoori Norinaga’s Handwritten Honka Notes in Personal Copy of New Collection of Ancient 
and Modern and ones in Mino no Iezuto, his commentary on the poems in this collection. I will then 
qualitatively analyze the tendency of Motoori's attitude toward reading the poems composed in such a 
way as allusive variation in terms of the contents and rhetorical expressions in his interpretation.

 As a result, this study shows that Motoori Norinaga's attitude is to actively read the semantic 
content and rhetorical relations of Honka into the poems of allusive variation.
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